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第３章 広 報 
 

３－１ 久留米市政に関する情報源 
◆ターゲットを絞り込んだ広報展開が重要。  

 

 

 

 

 

 
問 13 （ア）あなたは久留米市が行っている事業や施策について、ふだんどこから情報を得ていますか。

次の中からいくつでも選び、番号に〇印をつけてください。 

（イ）あなたにとって、市の情報を得るために重要なものは何ですか。次の中から３つまで（１つ

でも２つでもよいです）選び、番号に〇印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市の施策を知る上での情報源は「広報くるめ」が圧倒的に支持されているが、年代ごとで

利用度に差がみられる。 

●20～40歳代では、「特に重要な情報源」としてネットや携帯をあげる声が 1割を超える。 

広報くるめ

新　聞

テレビ

地域情報（公民館だよりなど）

議会だより

チラシ・ポスター・パンフレット

口コミ

カルキャッチ通信

ラジオ（ＡＭ、ＦＭ）

民間が発行するフリーペーパーなど

市のホームページなどのインターネット

みどりのリズム

くーみんテレビ（ケーブルテレビ）

ドリームスＦＭ

市の携帯サイトなどの携帯電話の情報

その他

特にない

85.8

68.8

62.5

33.4

33.2

26.2

25.0

22.3

20.2

9.9

6.6

6.5

0.5

2.2

11.8

8.5

5.7

5.7

6.5

6.8

9.3

1.2

2.8

1.2

0.2

2.5

28.7

4.6

1.6

14.3

31.9

40.7

60.7

1.7

0 50 100（％）

(ア)ふだん情報を得ているもの
（回答はいくつでも）

(イ)特に重要な情報発信源
（回答は３つまで）

Ｎ＝2,248
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「（ア）ふだ

ん情報を

得ている

もの」の

属性別

特徴 

・性別でみると、回答した個数の平均は男性（4.23 個）よりも女性（4.64 個）の方がやや多い。 

「民間が発行するフリーペーパー」に回答した割合は男性13.7％に対し、女性は25.6％と約2倍の値を示し

ている。一方男性は、「ラジオ」（男性 25.2％；女性 19.9％）や「市のホームページなどのインターネット」（男

性 11.4%；女性 8.7％）で女性の割合をやや上回っている。 

・年齢別でみると、回答個数の平均は 20 歳代の 3.47 個から 70 歳以上の 5.14 個にかけて、年齢が高くなる

につれて多くなっている。 

「広報くるめ」については、70歳以上で94.7％と最も高く、最も低い 20歳代（67.8％）で 6割台となっている。

これが「議会だより」になると、最も高い 70 歳以上で 61.0％なのに対し、20 歳代では 9.1％と大幅に下落し

ている。一方、「民間が発行するフリーペーパー」は 30 歳代（30.4％）を中心に若年層で割合が高い。 

・ブロック別でみると、「地域情報」は南西部（42.5％）や西部 B（40.8％）で 4 割を超える一方、東部 B（17.8％）

では 2割を切っている。「議会だより」の割合は東部B（55.9％）や西部 A（49.1％）などで比較的高い。「カル

キャッチ通信」は旧久留米市部では2割を超えているのに比べ、西部B（8.0％）や北部B（14.2％）など旧町

部ではやや認知度が低くなっている。また「くーみんテレビ」は中央部・中央東部で 1 割を超えている。 

 

■表３－１ 性別・年齢別にみた（ア）ふだん情報を得ているもの 

（2 種類以上の媒体のうちの 1 つ以上から市の情報を得ている割合） 

 （％）
問13（ア）ふだん情報を得ているもの

（2種類以上の媒体のうちの１つ以上から市の情報を得ている割合）
広
報
く
る
め
 
の
み

広
報
く
る
め
＋
テ
レ
ビ

広
報
く
る
め
＋
新
聞

広
報
く
る
め
＋
口
コ
ミ

広
報
く
る
め
＋
ラ
ジ
オ

広
報
く
る
め
＋
チ
ラ
シ
・
ポ
ス

タ
ー

・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト

広
報
く
る
め
＋
民
間
が
発
行
す

る
フ
リ
ー

ペ
ー

パ
ー

な
ど

広
報
く
る
め
＋
市
の
ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト 新
聞
＋
テ
レ
ビ

新
聞
＋
地
域
情
報
（

公
民
館
だ

よ
り
な
ど
）

新
聞
＋
口
コ
ミ

テ
レ
ビ
＋
口
コ
ミ

2,248 1,928 2,073 2,069 2,007 1,983 1,983 1,971 1,957 1,737 1,709 1,682 1,550

100.0 85.8 92.2 92.0 89.3 88.2 88.2 87.7 87.1 77.3 76.0 74.8 69.0

男 性 1,015 81.6 90.0 90.4 85.8 85.0 84.3 82.9 83.3 76.8 75.7 75.2 66.2

女 性 1,233 89.2 94.0 93.3 92.1 90.8 91.4 91.6 90.2 77.6 76.3 74.5 71.2

20 歳 代 320 67.8 82.8 79.1 78.4 73.8 72.8 72.8 70.0 66.3 54.1 61.3 65.6

30 歳 代 401 82.0 88.8 89.0 86.0 84.5 85.3 85.5 85.3 65.1 61.3 64.6 61.6

40 歳 代 386 87.8 93.0 94.0 90.9 89.9 89.6 89.1 89.1 79.3 80.8 78.2 68.7

50 歳 代 481 89.0 94.6 94.2 91.5 91.7 91.3 90.2 89.6 82.5 84.2 80.7 70.5

60 歳 代 432 92.4 96.1 97.0 92.8 93.3 93.8 92.6 92.6 84.0 86.3 80.3 71.5

70歳以上 228 94.7 97.8 98.2 96.1 95.2 95.6 95.2 94.7 86.8 87.7 83.3 78.9

標
本
数

全  体

性
別

年
齢
別

20 歳代では、ふだん市の情

報を得ている割合は「広報く

るめ」のみでは７割に満たな

いが、これにテレビか新聞を

加えると、８割前後がどちらか

の媒体で情報を得ている。 

「広報くるめ」とは別に、

新聞やテレビとの組合

せで、全体で７割以上

がふだん市の情報を得

ている。 
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■図３－１ 性別・年齢別にみた（イ）特に重要な情報発信源（一部の項目をグルーピング） 

 

 

61.6

56.4

45.7

61.7

66.2

60.0

46.1

49.8

55.7

48.7

56.5
58.2

14.8

14.2

15.5

9.0
12.9

15.7

8.2 3.56.8

19.9

3

13.8

23.2 23.5

5.0

1

0

10

20

30

40

50

60

70

80

男性
20歳
代

男性
40歳
代

男性
50歳
代

男性
60歳
代

男性
70歳
以上

(%)

12.7

13.

5.1

9.

男性
30歳
代

広報くるめ・議会だより

新聞・テレビ・ラジオ

カルキャッチ・みどりのリズム・チラシ

ホームページ・携帯電話

地域情報（公民館だよりなど）

1つ以上に回答した
割合

67.4
69.8 68.9

49.6

57.8

74.3

56.6 55.4
53.1

55.6
52.4

49.6

10.0

18.4

16.3

17.2

7.8
11.0

0

10

20

40

50

60

70

80

女性
20歳
代

女性
30歳
代

(%)
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男生の 60 歳以上、女性でも 60 歳代

は「地域情報」が 2 割を超えている。 
「広報くるめ」または「議会だより」が重要情

報源だという割合は、男性では 60 歳代、女

性では 50 歳代で、それぞれ高くなっている。
21.3

14.1

15.8

15.9

10.4

3.6
5.37.6

17.3

13.6

17.7

22.7

女性
40歳
代

女性
50歳
代

女性
60歳
代

女性
70歳
以上
男性 30 歳代では、「ホームページ

または「携帯電話」が重要情報源だ

という割合が約 2 割となっている。
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３－２ 「広報くるめ」の閲読状況 
◆「広報くるめ」を「毎号必ず読む」が過半数。  

 

（１）「広報くるめ」の閲読状況 

 

 

 

 

 
 

問 14 あなたは、現在「広報くるめ」をどの程度読んでいますか。（ホームページの閲覧も含みます） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 14 で、１．２．３．のいずれかを答えた「広報くるめ」を読むことがある方に】 

付問１ あなたは、「広報くるめ」をどの程度くわしく読んでいますか。（１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 19 年
N=2,073

平 成 15 年
N=1,623

平 成 10 年
N=1,608

48.2

47.3

46.0

3.411.5

13.1

11.8

36.3

36.7

36.1

4.3

3.3

0.1

0.1

0.1

0.2

0.7

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

すべての
記事を
くわしく読む

すべての
記事に
さっと目をとおす

関心の
ある記事
だけ読む

見出しや
写真、イラスト
を見る程度

そ
の
他

無
回
答

平 成 19 年
N=2,248

平 成 15 年
N=1,752

平 成 10 年
N=1,757

32.6

33.1

31.1

7.6

7.3

7.7

51.0

51.8

52.1 7.6

8.6

8.6 0.7

0.1

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

毎号必ず
読む

ときどき
読む

あまり
読まない

全く
読まない

無回答

●「広報くるめ」を『読む』割合は 84.7％で、「広報くるめ」を読む人の５割弱は「すべて

の記事にさっと目を通す」。これらは、過去の調査結果とほぼ同じ傾向となっている。 

●広報を「全く読まない」は全体では 7.6％だが、20歳代では 24.4％と２割を超えている。 

属性別

特徴 

・性別でみると、広報くるめを「毎号必ず読む」は男性（44.4％）よりも女性（58.4％）の方が割合は高い。 

・年齢別でみると、広報くるめを「毎号必ず読む」は60歳代以上では７割前後の割合があるのに対し、20歳代

では 21.9％にとどまっている。一方「全く読まない」は 20 歳代では 24.4％と２割を超えている。 

また読む程度に関しては、「すべての記事をくわしく読む」は 20歳代の 3.7％から 70歳以上の 21.2％まで、

年齢が高くなるにつれ割合も高くなり、「関心のある記事だけ読む」は 20 歳代の 47.1％から 70 歳以上の

26.5％まで、年齢が高くなるにつれ割合は低くなっている。 

・ブロック別でみると、広報くるめを『読む』（「毎号必ず」＋「ときどき」）割合は、西部 A で 91.7％と 9 割を超え

るのに対し、北部 A では 77.6％と唯一８割を下回っている。 
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■図３－２ 性別・年齢別にみた「広報くるめ」の閲読状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性:20歳代
(n=140)

女性:20歳代
(n=180)

男性:30歳代
(n=156)

女性:30歳代
(n=245)

男性:40歳代
(n=165)

女性:40歳代
(n=221)

男性:50歳代
(n=232)

女性:50歳代
(n=249)

男性:60歳代
(n=207)

女性:60歳代
(n=225)

男性:70歳以
上(n=115)

女性:70歳以
上(n=113)

32.9

42.9

41.2

42.7

25.2

29.3

16.0

10.3

29.5

38.2

44.8

65.2

70.4

15.7

26.6

4.3

22.1

10.9

7.3

3.9

10.3

5.2

-

4.3

-

-

-

-

0.6

-

0% 25% 50% 75% 100%

毎号
必ず
読む

とき
どき
読む

あまり
読ま
ない

全く
読ま
ない

無
回
答

毎

2広報くるめを『読む』割合の合計は、男性

20歳代では48.6％と 5割を下回っている。 
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20 歳代では、男性の 3 割弱、女性の約

割が「全く読まない」と回答している。 
41.1

33.5

33.5

26.1

23.9

20.6

6.9

26.7

68.1

75.6

65.9

60.6

51.8

20.4

4.1

3.1

5.2

7.3

11.7

6.2

1.8

0.4

0.9

2.4

-

0.4

-

0.4

0.4

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

毎号
必ず
読む

とき
どき
読む

あまり
読ま
ない

全く
読ま
ない

無
回
答

男性では 70 歳以上、女性では 60 歳代で、「

号必ず読む」割合が 7 割を超えている。 
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（２）「広報くるめ」読者の現況 

 

 

 

 

 
 

【問 14 で、１．２．３．のいずれかを答えた「広報くるめ」を読むことがある方に】 

付問２ あなたは、「広報くるめ」のどの内容に関心がありますか。（３つまで○印） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
付問３ あなたは、「広報くるめ」をどのように入手していますか。あてはまるものをいくつでも選び、

番号に○印をつけてください。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

自宅に配布される

公民館や総合支所などの公共施設に
置いてあるものをみる

郵便局などの民間施設の待合室

パソコンのホームページでみる

携帯サイト（くるめ市政ナビ）でみる

その他

95.2

3.8

2.7

1.4

0.2

1.0

0 25 50 75 100 （％）

（複数回答）
ｎ＝2,073

●「広報くるめ」で関心がある内容は、「催しのお知らせ」、「市の施策や事業」が特に高い。 

調査当時に連載を開始した「くるめんもん」の割合は「わが家の天使」を上回っている。 

●広報の入手方法は自宅配布が圧倒的で、他から入手した割合はいずれも 5％にも満たない。 

情報ほっとライン（催しのお知らせ）

市の施策や事業

まちの話題

日曜在宅医

食と農の特集「くるめんもん」

わが家の天使

表紙

人権の絆

広報クイズ

その他

58.0

55.1

38.2

36.9

15.4

7.2

6.4

2.5

1.4

1.2

0 25 50 75（％）

（回答は３つまで）
ｎ＝2,073

「関心が

ある内容」

の属性別

特徴 

・性別でみると、「情報ほっとライン」は男性（50.0％）よりも女性（64.3％）の方が、「市の施策や事業」は女性

（46.4％）よりも男性（66.2％）の方が、それぞれ割合は高い。 

・年齢別でみると、「情報ほっとライン」は各年代で 5 割を超える割合があるが、特に 30～50 歳代にかけて割

合が 6 割を超えている。一方、「市の施策や事業」は 50 歳代以上の世代で割合が 6 割を超えるが、20 歳

代では 38.4％とやや低くなっている。また「日曜在宅医」は 20歳代で 17.8％と割合が低い。一方「わが家の

天使」は 20 歳代で 21.9％と他の年代より高くなっている。 

・ブロック別でみると、「日曜在宅医」の割合は旧久留米市で比較的高く、特に中央東部（44.7％）、南西部

（43.7％）、中央南部（40.4％）で 4 割を超えている。 
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（３）「広報くるめ」を読んでいない理由 

 

 

 

 

 
 

【問 14 で、「広報くるめ」を「全く読まない」という方に】 

付問４ あなたが読んでいないのは、どういった理由からですか。（いくつでも〇印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

属性別特徴 ・性別でみると、「関心がない・必要がない」は女性（30.3％）よりも男性（50.0％）の方が割合は高い。 
 
 

■表３－２ 広報くるめの閲読状況別にみた、ふだん市の情報を得ているもの（主な項目・一部をグルーピング） 

 （％）
問13（ア）ふだん情報を得ているもの
（主な項目・一部グルーピング）

広
報
く
る
め
＋

議
会
だ
よ
り

新
聞
＋
テ
レ
ビ
＋

ラ
ジ
オ

地
域
情
報
（

公
民
館

だ
よ
り
な
ど
）

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー

・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト

口
コ
ミ

カ
ル
キ
ャ
ッ

チ
通
信

民
間
が
発
行
す
る
フ

リ
ー

ペ
ー

パ
ー

な
ど

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
＋

携
帯
電
話
の
情
報

特
に
な
い

2,248 1,936 1,753 750 646 588 561 455 246 50

100.0 86.1 78.0 33.4 28.7 26.2 25.0 20.2 10.9 2.2

毎号必ず読む 1,171 98.1 82.3 46.0 33.0 24.4 37.3 22.5 10.9 0.2

ときどき読む 732 91.5 77.3 24.6 25.8 28.1 15.0 18.6 11.2 0.7

あまり読まない 170 56.5 72.9 12.9 21.2 31.2 6.5 19.4 13.5 3.5

全く読まない 170 10.6 55.9 4.1 19.4 1.8 12.9 6.5

標
本
数

全  体

広
報
く
る
め

の
閲
覧
状
況

別

23.5 21.8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関心がない・必要がない

自宅に配達されない

時間がない

おもしろくない

「広報くるめ」を知らない

役に立たない

紙面が見づらい

文字が小さい

その他

42.4

26.5

17.6

16.5

12.4

8.2

1.2

0.6

7.6

0 25 50 （％）

（複数回答）
ｎ＝170

広報くるめをまった

く読まない人の 2

割強は、市の情報

を得るものは「特に

ない」と回答してい

る。 

広報くるめの閲

読状況に関係な

く、「口コミ」で市

の情報を知る割

合は一定程度

存在する。 

広報くるめをまったく読

まない人の、ふだんの

市の情報源は「新聞」ま

たは「テレビ」「ラジオ」に

偏っている。 

●「広報くるめ」を読んでいない理由は、「関心がない・必要がない」が最も多い。 

●なお、「広報くるめ」を読んでいない人の約 2割が、ふだん市の情報を得ている媒体は「特

にない」というのが現状である。 
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３－３ 「広報くるめ」の評価 
印象・内容ともにおおむね好評だが、一部で改善の余地あり。  

 

※【　】は近い+やや近いの計 ※【　】は近い+やや近いの計

〔Aのタイプ〕 〔Bのタイプ〕

（ア） ページ数が多い ページ数が少ない 無回答

【9.3％】 【6.9％】 9.3

（イ） 文字が多い 文字が少ない 無回答

【15.2％】 【3.7％】 9.6

（ウ） 写真が多い 写真が少ない 無回答

【5.0％】 【18.1％】 9.9

（エ） 紙面（Ａ４）が大きい 紙面（Ａ４）が小さい 無回答

【4.8％】 【2.4％】 10.2

（オ） 市政情報が多い 市政情報が少ない 無回答

【10.5％】 【14.4％】 9.5

（カ）
身近な地域の記事が

多い
身近な地域の記事が
少ない 無回答

【7.4％】 【25.6％】 9.7

（キ）
イベントなどのお知ら

せ記事が多い
イベントなどのお知ら
せ記事が少ない 無回答

【9.4％】 【16.1％】 9.5

2.3

7.5

12.9

74.5

71.5

66.9

82.7

65.6

57.3

64.9

16.0

12.0

21.4

13.7

1.8

0.8

1.1

2.0

1.2

1.5 7.9

6.2

4.2

3.7

8.5

5.4

3.2

1.8

4.2

2.4

2.4

2.1

0.5

0.5

1.6

Ａに
近い

ややＡ
に近い

ちょうど
よい

ややＢ
に近い

Ｂに
近い

Ｎ＝2,248

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

（１）「広報くるめ」の印象 

 

 

 

 

 

 
 

問 15 「広報くるめ」の印象について、あなたは〔Ａ〕、〔Ｂ〕のどちらの意見に近いですか。次の項目ご

とにそれぞれ １つずつ 選び、番号に○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●「広報くるめ」の紙面の大きさ、ページ数、文字の多さなどについて、「ちょうどいい」

という意見が 7割から 8割に達している。 

●「身近な地域の記事が少ない」という意見は 25.6％と全体の 4分の 1を占めており、特に

旧４町地域で比較的多くなっている。 

属性別

特徴 

・性別でみると、「(オ)市政情報が少ない」という意見は男性（17.7％）の方が女性（11.7％）よりもやや多い。 

・年齢別でみると、「(ア)ページ数が多い」という意見は 50 歳代以上では 1 割を超えている。「(ウ)写真が少な

い」という意見は 20 歳代で 25.0％とやや高く、「(キ)イベントなどのお知らせ記事が少ない」という意見は 20

～30 歳代で 2 割を超えている。 

・ブロック別でみると、「(カ)地域の記事が少ない」という意見は西部 A（41.7％）では 4 割を超え、西部 B

（35.2％）、北部 B（31.5％）でも 3 割を超えている。 
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※【　】は近い+やや近いの計 ※【　】は近い+やや近いの計

〔Aのタイプ〕 〔Bのタイプ〕

（ア）
レイアウト(紙面構成)が

すっきりしている
レイアウト（紙面構成）が
ごちゃごちゃしている 無回答

【27.2％】 【12.0％】 7.4

（イ）
掲載記事がわかりやすい

・読みやすい
掲載記事がわかりにくい
・読みにくい 無回答

【34.5％】 【12.9％】 7.2

（ウ）
お得な情報・役立つ

情報が多い
お得な情報・役立つ
情報が少ない 無回答

【26.2％】 【20.4％】 7.2

（エ）
行政の取り組みを身近に
感じるのに役立っている

行政の取り組みを身近に
感じさせられることはない 無回答

【25.8％】 【20.1％】 7.4

（オ）
大事な記事は切り抜い
たり、保管している

記事の切抜きや保管は
していない 無回答

【14.2％】 【54.0％】 7.5

（カ） 親しみやすい 親しみにくい 無回答

【27.3％】 【12.5％】 6.8

（キ） おもしろい つまらない 無回答

【11.7％】 【19.0％】 7.3

（ク）
紙面作成に市民がもっと
かかわったらよいと思う

紙面作成に市民がかかわ
る必要はないと思う 無回答

【30.8％】 【11.3％】 7.4

5.6

6.5

4.0

4.7

4.5

5.6

8.0

21.7

28.0

22.1

21.7

10.1

53.3

45.5

46.3

46.7

24.4

53.4

61.9

50.5

17.1

10.0

9.3

14.2

7.0

3.3

4.5

44.0

4.81.6

21.0

9.7

22.8

9.8

11.1

15.6

2.2

1.8

4.3

3.2

Ａに
近い

ややＡ
に近い

どちら
でも
ない

ややＢ
に近い

Ｂに
近い

Ｎ＝2,248

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

（２）「広報くるめ」の内容についての評価 

 

 

 

 

 

 
 

問 16 次に、「広報くるめ」の内容について、あなたは〔Ａ〕、〔Ｂ〕のどちらの意見に近いですか。次の項

目ごとにそれぞれ １つずつ 選び、番号に○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「広報くるめ」の内容について、「掲載記事がわかりやすい・読みやすい」という肯定評価

は 34.5％で、「わかりにくい・読みにくい」の 12.9％を上回っている。 

●「役立つ情報が少ない」「行政の取り組みを身近に感じさせられることはない」という評価

も約 2割あり、「紙面作成に市民がもっとかかわったらよいと思う」という声も約 3割ある。 

属性別

特徴 

・性別でみると、「(オ)大事な記事は切り抜いたり、保管している」という意見は男性（11.7％）より女性（16.2％）

の方がやや多い。 

・年齢別でみると、「(ア)レイアウトがすっきりしている」、「(イ)掲載記事がわかりやすい・読みやすい」という肯

定評価はそれぞれ 70 歳以上で最も高い傾向にある。一方「(ウ)お得な情報・役立つ情報が少ない」という

否定的な評価は 20～30 歳代（ともに 25.9％）で比較的多くなっており、(エ)についても 20 歳代では「行政の

取り組みを身近に感じるのに役立っている」（14.4％）よりも「役立ってない」（25.0％）の方が多くなっている。

また、「(カ)親しみやすい」という意見は 70 歳以上（36.0％）、60 歳代（35.4％）で高いのがめだち、「(キ)つま

らない」という意見は 30 歳代（25.2％）、20 歳代（24.4％）で比較的多くなっている。 

・ブロック別でみると、「(カ)親しみやすい」という意見は南東部（33.0％）など旧久留米市地域で比較的割合が

高い。一方「親しみにくい」という意見は北部 B（20.5％）で 2 割を超えている。 
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３－４ 情報入手の手段 
◆市のホームページを『見た』は３割超。パソコンや携帯電話からは、その特性にあった情報提供を期待。  

 

（１）市の取り組みをより理解してもらうための方策 

 

 

 

 
 

問 17 市民に、市の取り組みなどを、より理解してもらうためには、どのような方法が有効だと思います

か。次の中からあてはまるものを２つまで（１つでもよい）選び、番号に〇印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「広報くるめ」を、コンビニなどの身近な場所で
入手できるようにする

地域レポーターとして、市民に「広報くるめ」の
取材をしてもらう

インターネット、携帯電話などを活用し、市民の
意見を聞く場や、情報・意見交換の場を充実する

ホームページでの情報発信やその内容を充実する

出前講座など、行政が積極的に地域に説明する
機会を増やす

コミュニティＦＭ（ドリームスＦＭ）、ケーブルテレビ
（くーみんテレビ）などでの広報を充実する

電子メールで市政情報などを定期的に発信する
（メールマガジンなど）

その他

41.3

21.4

18.5

16.1

15.6

9.2

4.3

2.9

0 25 （％）

（回答は２つまで）
Ｎ＝2,248

50

●「コンビニなどの身近な場所で『広報くるめ』を入手できるようにする」を有効手段とす

る意見が最も多く、特に 20～30歳代でその割合は高くなっている。 

属性別

特徴 

・性別でみると、「ホームページでの情報発信やその内容を充実する」の割合は男性（18.3％）の方が女性

（14.2％）よりもやや高い。 

・ブロック別でみると、「広報くるめを身近な場所で入手できるようにする」は中央南部（46.6％）など市中央部

で比較的割合が高い一方で、西部 A（27.8％）、北部 B（29.9％）などでは 3 割を下回っている。 
 

■図３－３ 年齢別にみた市の取り組みをより理解してもらうための方策（上位 5 項目） 

「地域レポーター」「出前講座」といった、市民や職員が直接

伝える取り組みは、高年齢層で比較的支持を集めている。 

 

 

 46.3 47.1

40.4
38.7

41.0

32.0

27.2

5.7

4.89.7 10.0

14.8
15.7

19.2

30.1

28.9

13.4

21.8

21.9

30.0

16.4

8.3

20.2

9.016.4

22.9
19.4 22.819.2

18.1

0

10

20

30

40

50

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

(%)

「広報くるめ」を身近な場所で入
手できるようにする

地域レポーターとして、市民に
「広報くるめ」の取材をしてもらう

市民の意見を聞く場や、情報・
意見交換の場を充実する

ホームページでの情報発信や
その内容を充実する

出前講座など行政が積極的に
地域に説明する機会を増やす
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（２）市のホームページ・携帯サイトの閲覧頻度 

 

 

 

 

 
 

問 18 あなたは、久留米市のホームページを見たことがありますか。（１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問 19 あなたは、久留米市の携帯サイト（くるめ市政ナビ）を利用したことがありますか。（１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

『見たこと
がある』

平 成 19 年
N=2,248

5.6%85.80.1

0.7

4.8 6.7 2.0

0% 25% 50% 75% 100%

よく利用
している
(週1回
　以上)

ときどき利用
している
(月に1回
　　　以上)

何回かは
見たこと
がある

見たことはない わからない 無
回
答

市の携帯
サイトを
利用した
ことがあ
るか

『見たこと
がある』

平 成 19 年
N=2,248

32.3%

平成 15 年
N=1,752

20.9%

7.7

6.6

61.6

70.71.1

2.0 22.6

13.2 6.5

4.6

1.8

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

よく
見ている
(週1回以上)

ときどき
見ている
(月に1回以上)

何回かは
見たこと
がある

見たこと
はない

わから
ない

無
回
答

市のホー
ムページ
を見たこ
とがある
か

●市のホームページを『見たことがある』割合は 32.3％で、4年前と比べ 10ポイント以上 

上昇している。 

●市の携帯サイトを『見たことがある』割合は 5.6％と、1割に満たない。 

属性別

特徴 

・性別でみると、市のホームページを『見たことがある』（「よく見ている」「ときどき見ている」「何回かは見たこと

がある」の合計）割合は、男性（37.0％）の方が女性（28.3％）よりもやや高い。 

・ブロック別でみると、市のホームページを『見たことがある』割合は南東部（37.2％）や西部 A（36.1％）で比較

的高いのに対し、東部 B では 22.4％、西部 B では 23.2％となっている。 

・市の携帯サイトの閲覧頻度を年齢別でみると、『見たことがある』割合は 20 歳代で 10.3％と比較的高くなっ

ている。 
 

■図３－４ 性×年齢別にみた、市のホームページを『見たことがある』割合 

48.1
44.8

29.0 30.439.6

29.4

13.8

25.7

34.1

37.9

22.9

38.9

0

10

20

30

40

50

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

（％）

男性

女性

男女とも 30 歳代で最も割合が高く、

30 歳代男性ではおよそ 2 人に 1 人

が市のホームページを『見たことが

ある』と回答している。 
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（３）今後入手できたらよいと思う市の情報 

 

 

 

 

 
問 20 久留米市に関する情報のなかで、広報くるめ、パソコン、携帯電話を使って入手できたらよいと思

う情報は何ですか。利用手段（ア）広報くるめ、（イ）パソコン、（ウ）携帯電話それぞれに、次の中

からいくつでも選び、番号に〇印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）「広報くるめ」 （イ） （ウ）
          から入手したい情報 パソコン 携帯電話

から入手したい から入手したい

（％） 順位 （％） 順位

市のイベント・催しや講座のお知らせ 26.3  6位 19.2  4位 

ごみや環境問題（ごみ出し日のお知らせなど） 22.0  12位 13.7  7位 

医療に関する情報（日曜在宅医、救急医療など） 30.1  3位 27.8  1位 

各種制度や手続き（証明、税、年金、
貸付制度など）

32.8  1位 15.0  6位 

保健や福祉に関する情報 25.6  9位 9.9   9位 

市の施策の状況
（重要な施策の状況、中間報告など）

20.3  13位 5.1   14位 

法律相談などの各種相談の案内 25.9  8位 9.5   10位 

観光やレジャー情報（観光地の紹介、位置の
説明など）

31.1  2位 21.7  3位 

防災・防犯の情報（不審者情報など） 26.2  7位 25.2  2位 

市民の市政に対する意見や要望などの紹介 23.3  10位 6.6   12位 

子育て・育児の情報 26.4  5位 12.5  8位 

「公民館だより」などの小学校区程度の地域情報 15.8  14位 5.8   13位 

市民活動やボランティア情報（活動紹介、
登録方法など）

23.2  11位 7.8   11位 

公共施設の案内（所在地マップ、施設の
予約状況など）

30.1  3位 19.2  4位 

その他 1.1   15位 0.7   15位 

特にない・わからない 7.3   8.1   

無回答 8.8
無回答
45.1

無回答
48.8

71.2

66.1

63.6

60.6

60.4

54.1

53.3

51.9

50.7

49.3

48.7

48.4

4.5

2.3

46.0

57.6

0 25 50 75
（％）

（ア）、（イ）、（ウ）ともに
Ｎ＝2,248（複数回答）

●「広報くるめ」からは「イベント・催しや講座のお知らせ」情報を欲する意見が最も多い

が、パソコンからは「各種制度や手続き」、携帯電話からは「医療」の情報を入手できた

らよいという声が最も多く、入手手段によって情報のニーズが異なっている。 

属性別

特徴 

・性別でみると、【(ア)広報くるめから入手したい情報】では「市のイベント・催しや講座のお知らせ」や「医療」、

「保険や福祉」に関する情報、「子育て・育児の情報」などはいずれも男性より女性の方が割合は高い。 

「市の施策の状況」については、【(ア)広報くるめ】では男女間の差は見られないが、【(イ)パソコンから入手

したい情報】では男性（23.6％）が女性（17.6％）の割合を上回っている。 

・年齢別でみると、【(ア)広報くるめから入手したい情報】の上位 5 項目はいずれも 20 歳代の割合が最も低

い。だが、この 5 項目の【(イ)パソコンから入手したい情報】、【(ウ)携帯電話から入手したい情報】での割合

をみると、いずれも 20 歳代あるいは 30 歳代で最も高くなっている。 
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■図３－５ 今後入手できたらよいと思う市の情報（媒体別にみた上位５項目） 

 
（ア）広報くるめで入手できたらよいと思う情報（上位５項目）

N=2,248（複数回答）

市のイベント・催しや
講座のお知らせ

ごみや環境問題（ごみ
出し日のお知らせなど）

医療に関する情報
（日曜在宅医、救急医療など）

各種制度や手続き（証明、
税、年金、貸付制度など）

保健や福祉に関する情報

（イ）パソコンで入手できたらよいと思う情報（上位５項目）

N=2,248（複数回答）

各種制度や手続き（証明、
税、年金、貸付制度など）

観光やレジャー情報（観光地の
紹介、位置の説明など）

医療に関する情報
（日曜在宅医、救急医療など）

公共施設の案内（所在地
マップ、施設の予約状況など）

子育て・育児の情報

（ウ）携帯電話で入手できたらよいと思う情報（上位５項目）

N=2,248（複数回答）

医療に関する情報
（日曜在宅医、救急医療など）

防災・防犯の情報
（不審者情報など）

観光やレジャー情報（観光地の
紹介、位置の説明など）

公共施設の案内（所在地
マップ、施設の予約状況など）

市のイベント・催しや
講座のお知らせ

71.2

66.1

63.6

60.6

60.4

0 25 50 75 （％）

32.8

31.1

30.1

30.1

26.4

0 25 50 75 （％）

27.8

25.2

21.7

19.2

19.2

0 25 50 75 （％）

30 歳

20 歳代では 60.3％にとどまっている。 

市政全般にわたる一覧性の高い

情報が上位にあがっている。 

手続きや施設予約など、利用者が

より積極的な行動を起こすため

の情報が上位にあがっている。

70 歳以上では 71.9％と７割を超える。

20 歳代では 50.3％と 5 割を超える。 
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緊急性の高い情報や、自宅外から

のニーズが比較的高いと思われ

る情報が上位にあがっている。
30 歳代で 46.1％と比較的高いが、70

歳以上では 9.2％と１割以下。
％
30 歳代で 42.1％、20 歳代でも 40.6

と４割を超える。 
代で 41.9％と特に割合が高い。 



   平成 19 年度 久留米市民意識調査報告書 

  
 

■表３－３ インターネットの利用状況別にみた、今後入手できたらよいと思う市の情報 

 

全  体(N=2,248)
パソコンでネット
利用(n=1,035)

携帯電話でネッ
ト利用(n=649)

インターネット利用せず
(n=1,009)

(ア)
広報
くるめ
から

(イ)
パソ
コン
から

(ウ)
携帯
電話
から

(ア)
広報
くるめ
から

(イ)
パソ
コン
から

(ア)
広報
くるめ
から

(ウ)
携帯
電話
から

(ア)
広報
くるめ
から

(イ)
パソ
コン
から

(ウ)
携帯
電話
から

市のイベント・催しや
講座のお知らせ

71.2 26.3 19.2 72.1 46.5 71.3 36.7 71.9 7.5 10.4

ごみや環境問題 66.1 22.0 13.7 67.1 40.0 68.1 27.9 65.1 5.4 6.6

医療に関する情報 63.6 30.1 27.8 63.3 51.4 61.2 49.6 64.8 10.4 17.0

各種制度や手続き 60.6 32.8 15.0 59.4 57.0 58.9 27.7 62.9 10.2 8.6

保健や福祉に関する情報 60.4 25.6 9.9 60.7 45.0 60.4 17.6 61.3 7.3 6.9

市の施策の状況 57.6 20.3 5.1 62.1 35.5 61.3 9.1 54.0 6.2 2.6

法律相談などの
各種相談の案内

54.1 25.9 9.5 54.5 44.5 56.9 17.1 54.0 8.3 6.1

観光やレジャー情報 53.3 31.1 21.7 51.5 53.3 51.5 42.2 56.3 10.6 12.4

防災・防犯の情報 51.9 26.2 25.2 52.4 44.3 49.3 46.7 53.0 9.0 13.7

市民の市政に対する意見
や要望などの紹介

50.7 23.3 6.6 53.2 40.2 55.8 13.4 48.3 7.5 3.2

子育て・育児の情報 49.3 26.4 12.5 55.6 43.7 58.7 25.1 43.7 10.2 6.7

「公民館だより」などの小学
校区程度の地域情報

48.7 15.8 5.8 51.3 26.9 49.6 11.2 47.0 5.8 3.4

市民活動や
ボランティア情報

48.4 23.2 7.8 51.2 40.2 53.5 16.0 45.8 7.7 4.1

公共施設の案内 46.0 30.1 19.2 46.6 52.3 46.5 40.2 46.5 10.1 8.1

その他 2.3 1.1 0.7 1.5 1.6 2.0 1.4 2.6 0.5 0.4

特にない・わからない 4.5 7.3 8.1 3.4 3.7 4.2 6.3 5.3 10.7 10.2

無回答 8.8 45.1 48.8 9.5 19.3 9.7 21.6 6.5 69.2 62.3

※それぞれ割合の高い上位3項目を太字で示している。

 

 

 

 

 

 

 

携帯電話でインターネットを利用している人の

約半数が、「医療に関する情報」を【携帯電

話】から入手したいと回答している。 

また、この 1 年間にインターネットを利用したこ

とがないという人の 17.0％が、今後【携帯電

話】から「医療に関する情報」を入手してみた

いと回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコンでインターネットを利用している人に

おいては、「観光やレジャー情報」や「公共施

設の案内」は、【広報くるめ】よりも【パソコン】

を通して情報を入手したいという割合の方が

高くなっている。 
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――広報について ―― 

 

■女性の方が公的な情報源に対する関心は高い 

まず、久留米市政に関する情報源からみてみよう。ふだん情報を得ているものを尋ねた

結果では、毎月２回発行の「広報くるめ」が 85.8％ときわめて高く、「新聞」68.8％、

「テレビ」62.5％が続き、「地域情報（公民館だよりなど）」33.4％、「議会だより」

33.2％がほぼ同率で並んでいる。〔49 ページ・問 13（ア）〕 

「広報くるめ」をあげた人を性

別・年齢別にみると、女性では 20

歳代 75.0％、30 歳代 86.1％で低

いものの、他の年齢層では90％を超

える高率になっているのに対し、男

性では20歳代58.6％と、同じ20

歳代の女性より16ポイントも低く、

それ以外の年齢層でも女性の比率よ

り低い。70 歳以上のみが、男性

94.8％、女性 94.7％とほぼ同率で

ある。「新聞」「テレビ」がそれほ

ど大きな男女差がないなかで、「広

報くるめ」の性差は特徴的である。これと同じ傾向を示すのが「地域情報（公民館だより

など）」で、公的な情報源に関しては男性の方が無関心傾向にあることをうかがわせる。

ふだん情報を得ているパターンでみても、そのことが明らかである。 

◆ふだん情報を得ているもの
　　（「広報くるめ」「地域情報（公民館だよりなど）」）

89.9

22.4

37.5 41.517.8
23.3

32.6
41.8

51.6

94.8

75.6

58.6

80.0
86.6

94.7

75.0

86.1
93.7 94.791.2

14.7
10.0

54.852.2

0

25

50

75

100

20歳
代

30歳
代

40歳
代

50歳
代

60歳
代

70歳
以上

（％）

広報くるめ(男性) 広報くるめ(女性)

地域情報(男性) 地域情報(女性)

「特に重要な情報源」では、やはり「広報くるめ」が60.7％と高く、「新聞」40.7％、

「テレビ」31.9％となっている。「重要な情報源」はこの３つまでで、他の項目は低い。

そのなかで、「市のホームページなどのインターネット」は「ふだんの情報源」9.9％、

「重要な情報源」9.3％とほぼ同率で、固定的なユーザーの存在がうかがわれる。〔49 ペー

ジ・問 13（イ）〕 

 

■「広報くるめ」未閲読者像から見えてくるもの 

このように重視されている「広報くるめ」であるが、閲読状況をみると「毎号必ず読む」

52.1％、「ときどき読む」32.6％と合計84.7％が閲読、「あまり読まない」7.6％、「全

く読まない」7.6％と合計15.2％が閲読していない。〔52 ページ・問 14〕 

「閲読していない」人に注目して、プロフィールを描いてみよう。性別・年齢別では「男

性20歳代」51.4％、「男性30歳代」26.9％、「女性20歳代」32.3％、職業別では

「学生」44.9％、家族構成では「単身」25.7％、住居形態別では「賃貸住宅・アパート、

マンション」21.2％、近所づきあい別では「つきあいはない」51.8％、自治会に「加入

していない」33.9％という項目で高くなっている。こうした傾向からは、広報の閲読と

いう行為が「地域社会のネットワーク」への関心に支えられたものであることがわかる。
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◆属性別にみた、「広報くるめ」を「閲読していない」割合（％）

閲読していない（「全く読まない」「あまり読まない」）全体 15.2

男性：20歳代 51.4 持ち家・一戸建て 13.8
男性：30歳代 26.9
男性：40歳代 20.6
男性：50歳代 12.5 借家住宅・一戸建て 14.8
男性：60歳代 8.2
男性：70歳以上 4.3
女性：20歳代 32.3 単　身 25.7
女性：30歳代 14.2 夫婦だけ 8.0
女性：40歳代 5.9 親・子（２世代） 17.8
女性：50歳代 7.6 親・子・孫（３世代） 12.2
女性：60歳代 3.5
女性：70歳以上 7.1
農林漁業 8.9 ときどき家を訪問する 6.1
自営業 13.9 会えば世間話をする 5.1
給与所得者(常勤) 20.5 会えばあいさつする 20.6
ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ 16.4 つきあいはない 51.8
学　生 44.9 加入している 8.8
専業主婦（夫） 4.1 加入していない 33.9
無　職 9.0 わからない 37.8

毎日でもお互いに家
を行き来する

8.1

住
居
形
態
別

家
族
構
成

近
所
づ
き
あ
い

の
程
度
別職

業
別

性
別
×
年
齢

持ち家・集合住宅
（分譲ﾏﾝｼｮﾝ）

11.2

自
治
会

（

区
）

賃貸住宅･
 ｱﾊﾟｰﾄ､ﾏﾝｼｮﾝ

21.2

ネットワークの網の目から漏れ出る「20 歳

代」「単身」「つきあいなし」という階層で

閲読状況がみられないからである。同じ 30

歳代でも男性 26.9％、女性 14.2％、40 歳

代でも男性20.6％、女性5.9％という大きな

男女の差異は、この延長線上にあると考えて

よい。 

そうした意味では、男性の50歳代12.5％、

60歳代8.2％と、「閲読していない」比率が

減少することは、一般に「団塊の世代」とい

われる世代が、地域に関心を持ち、地域にか

かわろうとする「地域デビュー」の可能性が

生まれていることを示唆するものといえよう。 

 

■媒体ごとで異なる情報ニーズ 

「広報くるめ」「パソコン」「携帯電話」のそれぞれについて、今後入手できたらよい

と思う情報を尋ねた。いわば、３つの情報媒体で「すみ分け」がみられるかどうかという

観点からである。〔60 ページ・問 20〕 

「広報くるめ」から入手したいと思う項目は、「市のイベント・催しや講座のお知らせ」

「ごみや環境問題」「医療に関する情報」が高く、高齢層での利用がきわめて高い現実を

反映している。これに対し、「パソコン」からは「各種制度や手続き」「観光やレジャー

情報」「医療に関する情報」「公共施設の案内」が高く、わざわざ市役所に出向かなくて

も済む利便性が大きな要因になっていることがわかる。「携帯電話」では「医療に関する

情報」「防災・防犯の情報」が高く、20歳代から 40歳代の女性層で携帯電話の利用が

高いことを反映して、子育てに関わる「医療」「防犯」がキーワードとなった結果とみる

ことができる。ただ、「防犯」情報については市民ニーズは高いものの、「プライバシー

保護」や「人権」の観点から、情報を発信する側も、受信する側にも、慎重な取り組みが

求められる。 

３つの情報媒体で「すみ分け」、機能分担がみられることは、限られた予算のなかで効

果的な「広報行政」を進めるために、情報媒体の複合的な組み合わせ（メディア・ミック

ス）の必要性を意味している。「切実に情報がほしい」、「こんな情報があったらいい」、

「あまり必要ない・どうでもいい」など、受け手の側の情報ニーズに応じた、使い勝手の

いいメニュー化などが求められている。 

また、情報の送り手の側にも「市民参画」の視点が必要である。市の取り組みをより理

解してもらうための方策を尋ねた質問〔58 ページ・問 17〕に対して、「『広報くるめ』を、コン

ビニなどの身近な場所で入手できるようにする」、次いで「地域レポーターとして、市民

に『広報くるめ』の取材をしてもらう」があがっているのも、市民と行政の協働の推進に

向けた、「広報くるめ」の戦略的な紙面づくりへの期待があらわれたものといえる。 
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今、福岡県の小学校教員のなかで「隠れたベスト

セラー」になっている本がある。２年前、北九州市・香

月小学校の６年生がまとめた『小学生が作ったコミュ

ニケーション大事典』（北九州市小倉北区・あらき書

店）である。コミュニケーション能力を高めるため、「あ

いさつ力」「返事力」「笑顔力」「うなづき力」「振り返り

力」など、「３４の伝え合う力」を児童自ら考え、実践

し、その効果を検証した「大事典」である。 

本書から広報に関わる「リサーチ力」「話題力」の２

つを紹介しよう。 
 

１．「リサーチ」 それは、情報収集に欠かせない

身につけたいテクニック 

リサーチ力上達の決め手は「好奇心」。リサ

ーチ力を調べるために徹底的にリサーチをし

てきました！ こうやって調べ終わって、僕が

今思うことは、「なぜ？ どうして？ 不思議？ 

という『？』をいつも持つ」ということが、リサー

チ力を伸ばす１番の決め手になると思いまし

た。つまり、好奇心を持ち続けるということです。

これから僕も、リサーチ力を伸ばして、「聞く

力・話す力」を高めていきます。聞き手の時間

をむだにしないように、質の高い情報を集めて

いきます（同書 85 ページ）。 
 

２．あなたの話題、相手は喜びますか？ 話題は

相手中心に選ぶようにしよう。 

相手中心の話題を！ よい話題は勝手に入

ってはこない。自分が「集めよう」「探そう」と意

識しておく必要があるのだ。そのためには、

「みんなは＝聞き手は、どんな内容を喜ぶか

な」と相手中心の考え方をしておかなければ

いけないのだろう。私は今、仲良しの友達との

会話などで、「あっ、今の話題は受けそう！」

「この話はみんなに喜ばれそう！」などと、

時々考えながら話している。ほんのちょっとだ

けど自分中心から相手中心に成長している。

話題力は奥が深い（同書 109 ページ）。 
 

市民と行政との協働（パートナーシップ）の推進に

あたって、広報の果たす役割はますます重要になっ

ている。「広報行政から行政広報へ」、あるいは「広

報活動から広報戦略へ」という目的の転換がうたわ

れて久しい。そのなかで、現実には広報業務は、今

なすべきことは何か、自ら果たすべき役割とは何か、

その明確な位置づけを失いつつあるケースもあるの

ではないか。広報が単なる世論誘導であってはなら

ない。 

すなわち、広報という取り組みに、「情報を伝達す

る」ことだけではなく、市民に「情報を伝え」「理解して

もらう」ことが求められるようになっている。そして、そ

の次のステップにある「市民と行政の協働のまちづく

り」という共通認識を持ち、ともに行動することが求め

られている。こうした意味では、「広報」の語源といわ

れる「パブリックリレーションズ」が本来持つ「一方通

行」という意味合いだけではなく、双方向性のコミュニ

ケーションということがいよいよ求められる時代になっ

てきているといえる。 

したがって、これからの広報に求められることは、

「市民との協働」という地平を、いかに切り開いていく

かということであり、そのための市民と行政の「相互信

頼」「相互理解」をどのように築いていくかということで

ある。こうした点を踏まえれば、広報においては「伝え

ようとする側」のコミュニケーション能力が重要な問題

であり、それは情報を市民に向けて発信しようとする

すべての行政パーソンに求められることである。 

 

困ったときには「原点」に帰れ。ここで紹介した小学

生の「３４の伝え合う力」は、市民（相手：パートナー）

に伝わってこそ本当の広報だということを、あらためて

私たちに「伝えて」くれることだろう。 
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